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本日の内容
●　テーマの選定理由

●　日本の婚姻状況

●　結婚という選択

●　今後期待したいこと

●　さいごに
 　



テーマ選定理由
日常での疑問

　　結婚は誰しも考える、ライフサイクルのひとつ

 　　選択肢：結婚する？しない？したい？したくない？

 　　　選択の理由：生活のため？経済的なこと？安らぎ？病気？転勤？

 　

 学びからの疑問

 　　夫婦になることは最初の家族形成で、家族は最も身近なコミュニティ



日本の婚姻状況：婚姻件数は減少

我が国の人口動態統計 平成30年度 「婚姻件数及び婚姻率の年次推移－昭和22～平成28－」より引用



日本の婚姻状況(つづき)：夫・妻ともに晩婚化

平均婚姻年齢
初婚（H28年）
夫：31.1歳
妻：29.4歳

我が国の人口動態統計 平成30年度 「夫・妻の年齢階級別にみた婚姻件数及び平均婚姻年齢の年次推移－昭和22～平成28－」より引用



日本の合計特殊出生率

日本の合計特殊出生率増加させるには、
　婚姻率、または非嫡出子を増やすか

我が国の人口動態統計 平成30年度 「合計特殊出生率の主な国及び地域との比較」 「出生に占める嫡出でない子の出生割合の国際比較」より引用



結婚という選択：未婚者意識について

✔生涯の結婚意思　(1987年調査との比較)

 　いずれは結婚するつもり　男性91.8→85.7％　女性92.9％→89.3％

 　一生結婚するつもりはない　男性4.5→12.0％　女性4.6→8.0％

✔結婚の利点／結婚する利点あると思う　男性：64.3％　女性77.8％

✔独身の利点／独身生活に利点あると思う　男性83.5％　女性88.7％

✔独身生活の最大の利点は、男女とも「行動や生き方が自由」が圧倒的多い　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→男性69.7％　女性75.5％

参考：結婚と出産に関する全国調査(国立社会保障・人口問題研究所)　第15回調査（2015年）



結婚という選択：結婚の利点（男性）

国立社会保障・人口問題研究所　出生動向基本調査（結婚と出産に関する全国調査）　「図表Ⅰ-1-6　調査別にみた､各「結婚の利点」を選択した未婚者の割合（％）」をもとに作成

親や周囲の期待に応えられる

注：対象18～34歳の未婚者
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社会的な信頼得られる



結婚という選択：結婚の利点（女性）

国立社会保障・人口問題研究所　出生動向基本調査（結婚と出産に関する全国調査）　「図表Ⅰ-1-6　調査別にみた､各「結婚の利点」を選択した未婚者の割合（％）」をもとに作成

親や周囲の期待に応えられる

注：対象18～34歳の未婚者

経済的に余裕がもてる
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結婚という選択：
未婚者の結婚に対する考え方
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図表：結婚意思をもつ未婚者の結婚に対する考え方

男性 女性

近年は、ある程度の年齢までには結婚したい　＞　理想な相手が見つかるまでは結婚しなくていい

特に女性は、ある程度の年齢までに結婚したいという考えが30年前よりも強い

国立社会保障・人口問題研究所　出生動向基本調査（結婚と出産に関する全国調査）　
「図表Ⅰ  -1-2　調査別にみた､結婚意思をもつ未婚者の結婚に対する考え方」をもとに作
成

決して理想が
高いわけではない



結婚という選択：まとめ
✔結婚する意思もつ未婚者は9割弱と多い

✔独身生活の利点も感じつつも、結婚に対する利点はあると過半数以上の
男女が思っている

✔結婚の価値(未婚者における)は、男女ともに「子どもや家族をもてること」
が非常に高い。「親や周囲の期待に応えたい」も上昇傾向

　→「家族としてのつながり」を求める

✔結婚の意思がある未婚者は、ある程度の年齢で結婚したいと思ってお
り、理想が決して高いわけではない



独身の理由：
25歳を過ぎると「適当な相手がいないこと」

国立社会保障・人口問題研究所　出生動向基本調査（結婚と出産に関する全国調査）「図表Ⅰ  -1-11　調査・年齢別にみた､各「独身にとどまっている理由」の選択割合」をもとに作成



今後期待したいこと：「出会いの欠如」の解決

 「出会いの欠如」を解決することが大きな課題

✔　現在恋人がいない人の中で「恋人ほしい層」は推定約847万人

✔　「出会いの欠如」を解決した場合(恋愛や結婚対象と出会うことができれば)、

 　シュミレーション上、結婚後に子どもを持つ人数は、約11.3万人／年(推定)

既存コミュニティ外に「出会いの場」を提供すれば、「出会いの欠如」解決の可能性高い

✔出会いの場は、既存コミュニティ外に可能性がある

　→「第４のコミュニティ」(所属コミュニティの職縁、地縁、血縁外)

✔背景：「出会い」の現状/職場や学校など自身のコミュニティ内での恋愛が減少

　　　　　若者の「既存コミュニティ内への配慮」や「リスク回避志向」がある

✔2015年の婚姻者のうち8.3%が婚活サービスで相手を見つけている（2000年:1.4％、急増）

 今後、既存コミュニティ外での出会いが受容される可能性が高い

リクルートブライダル総研による「少子化課題における解決優先度に関するレポート」によると

 

参考：http://bridal-souken.net/data/birthrate/birthrate2016_report.pdf

http://bridal-souken.net/data/birthrate/birthrate2016_report.pdf


婚活サービスは結婚に有効な手段になりつつあ
る？

引用元：http://bridal-souken.net/data/konkatsu/konkatsu2018_release.pdf

http://bridal-souken.net/data/konkatsu/konkatsu2018_release.pdf


婚活サイト・アプリ
●ゼクシィ縁結

●pairs（ペアーズ）

●エン婚活エージェント

●楽天オーネット

●ツヴァイ（ZWEI）

●Omiai（オミアイ）

代表的なマッチングアプリ

引用元：https://matchapp-navi.com/matching-appmatome/

https://matchapp-navi.com/matching-app-matome/


さいごに

「家族はほしい」から結婚はしたい。

理想の相手を求めるばかりではなく、ある程度の年齢で結婚するべきとわかってはいる。
けど、今「出会い」がないし、既存のコミュニティでの恋愛も気が引ける。

婚活サイト・アプリで結婚したって人も増えているみたいだけど、実際どうなんだろう 。やっ
てみようかな。。。

→ここ数年で、婚活サービスを通じた婚姻は急増。今後の動向に注目する必要がある。

多くのひとの現状をまとめると、
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